大分県精神薬物療法認定薬剤師症例報告の要約
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者所属施設名：　　　　　　　　　　　　　　　
申請者自身が携わった精神医療における薬物療法の実績３０症例を下記の様式に記載し提出して下さい。
症例報告の要約の記載にあたり、次の点にご留意下さい。
１）症例は、患者の状態（自覚症状・他覚症状、臨床検査値、バイタルサインなど）、投与した薬剤名やその分量、処方提案した根拠となったエビデンスなども含めて、申請者本人の薬学的介入による成果などが明瞭になるように記載してください。
２）原則としてＩＣＤ－１０により分類されたＭｅｎtａｌ ａｎｄ Ｂｅｈａｖioｕｒaｌ Diｓｏｒdeｒｓ （精神および行動障害）に対して行われる薬物療法を対象とし下記の①～⑦の薬剤による薬物治療に関して、症例を記載してください
　　　　①抗精神病薬②抗うつ薬③気分安定薬（抗てんかん薬としての症例も含む）④抗不安薬⑤睡眠薬
⑥抗パーキンソン薬⑦認知症治療薬
３）病名の記載が困難な場合や、報告の内容から病名や処方薬の記載が必要ないと考えられる時は、申請者の判断で、その項目は空欄としても差し支えありません。
４）原則過去5年以内の症例で、１症例あたり３００字（３０字×１０行）程度、同一患者の症例は２症例までを目安とし、合計３０症例記載してください。
５）配合剤やOTC薬など一般名での記載が困難な場合を除き、薬剤名は、商品名ではなく、一般名で剤形まで記載して下さい。
６）患者個人、処方医などが特定されないよう配慮し、また、略語は原則使用せず、広く使用されている用語を用いてください。できるだけパソコンにて、当該要約を作成して下さい。
７）作成した症例報告は、この用紙を表紙としてホッチキス止めはせず、クリップでとめて１部を県薬事務局へ提出して下さい。
	（症例番号：　１　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　２　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：３　　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　４　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　５　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	


	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　６　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　７　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　８　）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：　９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１１）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１２）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１３）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１４）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１５）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１６）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１７）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１８）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：１９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２１）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２２）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２３）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２４）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２５）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２６）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２７）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２８）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：２９）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□方設計への提言
□その他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	

	（症例番号：３０）
□用法・用量
□相互作用
□禁忌
□副作用
□服薬管理
□誤飲患者への関与
□授乳婦への関与
□ＴＤＭへの関与
□処方設計への提言
□の他
	年齢：性別
	

	
	病名　
	

	
	処方薬
	

	
	指導日（指導回数）
	

	
	薬剤管理指導業務
内容の要約
	


　　上記の薬剤管理指導実績の要約３０症例については、申請者本人が自ら携わったことを
　　証明いたします。
　　　　施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　所属長の役職名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　（自筆・捺印）
